
















































































4. 門画から対聯の受容を見る p44 
4-1湯剣銀氏の作品 p44 
4-2張旭東氏の作品 p45 





































































































キ土， 1974,p. 244 245 
5《准南子 ・詮言訓》許慎注：“今人以桃梗径寸許，長七八寸，中分之。書祈福穣災之辞，歳E描於門左右地
而釘之。”谷向陽《中国橡聯学概論》昆喬出版社，2007,p.37 













































石詩文選注》広東人民出版社， 1974,p. 280 
II梁章鎧 《橡聯叢話・巻一》： 『箸雲楼雑説』：春聯之設，自明太祖始。帝都金陵，除タ忽停旨，公卿士庶門上
須加春聯一副。襲聯書繍《聯話叢繍》（第一冊），江西人民出版社，2000,p.310 
12 ［清］郭崇著、小野勝年訳 『燕京歳時記』東洋文庫83，平凡社， 1976,p.229 






































15劉小兵 《漢文化史》 云南民族出版社 1991.3 



















































































































































矩斧撃者，随地皆剣民。”於希賢（注） 《雲南古代遊記選》 雲南民族出版社， 1998,p, 229 
”雲南省文化庁 《雲南省非物質文化遺産保護名録・第一巻》雲南人民出版社，2007,p.334 






























































31 Cavallaro,D. Critical and cultural theoη，張生（訳）《文化理論関鍵詞》江蘇人民出版社， 2013,p.18 
II 
作用及び白族文化と繋がるものであり、そしてその連関の中で、対聯と門神画がこの剣川































36康照・王世貴傾IJI J州志》（巻之十六）（風俗〉 ：穫祭詩書，家弦戸請。政協雲南省大理市委員会（編） 《雲
南大理文史資料選輯・地方志之八》大理白族自治州文化局，1986,p.110
37 康照・王世貴《食lj}1 J州志》（巻之十六）（風俗） ：無資謀生之策。政協雲南省大理市委員会（編） 《雲南大理
文史資料選輯・地方志之八》大理白族自治州文化局，1986,p.110 
12 
風素著」 （文学の風習が昔からある） 、 「可以麹楚」 （読書の勢いが雲南省では一番）の
地であると称賛する。
儒学の発展は剣川の対聯の生長に肥沃な土壌を与えている。 大理国の盛徳四年（1179年）





























聯の著作は『介庵極句集』 『介庵極句続編』 『介庵櫨句正続合紗』 などがある。
42趨式銘（1897・1942) ：字は星海、 白族、剣川県北門村人。近代雲南の著名な文化人物、 『麗江白話報』
の主編である0















調査項目 ＼街路 西門街 西門外街
門の数 53 31 
対聯（組） 40 26 
印刷品対聯 3 。
挽聯：白 2 。




伝家対聯 6 3 































ed. by M.Kinouchi 2014 




































































48 張紘 《模南新語》：j、｜｜之沙渓・旬尾皆有市、情情長昼、煙冷街街。日落黄昏、 百貨乃集、村人蟻赴。
子希賢・沙露首（注）《雲南古代遊記選》 雲南民族出版社， 1998,p,229
49『燕京歳時記』：文人墨客が、市摩の軒下において春聯を写書し、潤筆料を得んと図る。［清］郭崇著、小











































































































































































































































































































































































64 張文崩（主編） 《釧川昼志》雲南民族出版社， 1999,p. 932 













（『nguaidnaid』）、 『幡璃』 （『painmait』）、 『之特』 （『zixded』）である。 『完
乃』は三つからなる。人が亡くなると、 『完乃』は分離する。 一つは墓を守り、 一つは輪
廻転生、もう一つは冥途に行く。 『幡璃』は七つからなり、人の気血を主宰する。人がな








































































通り、対聯は「神茶」 「欝墨」に由来する。 「神茶j 「欝墨」は対聯の由来でもあり、門
神画の由来でもある。
後漢・王充の『論衡・訂鬼』によると、先秦時代から「神茶」 「欝墨Jの像が魔除けと




































































調査項目 ＼ 調査地 西門街 西門外街
門の数 53 31 
伝統的門神を貼る門 19 （合わせて 37枚） 9 （合わせて 18枚）
「字」と「画」を貼る門 11 7 
「字」（枚） 11 (2枚が印刷品） 14 (1枚が印刷品）
「画」 12 (6枚が印刷品） 8 (3枚が印刷品）


















































































































番地 対聯 画帖 字帖












































































66号の隣の隣・西門街 67号・西門外街 18号・西門外街 13号では、門画は対聯が書かれた情
景・景物・精神をなぞ、って再び表現する。例えば、西門街51号の対聯は「鳥時一聾雲外曲，
寒梅敷貼雪中花。」この対聯は梅花を詠んだのであるから、それに応じて、この家の門画










番地と対聯の色 対聯の色 対聯 画帖 字帖





























































西門外街 13号 黄色 莫道春風不解意，毎逢佳節倍思 左：竹 右：王安石の 「元





























枚の 「字」からなる門画を貼る。 「画」が貼られた家の 「画」の内容は蘭、松、 「高山流
水」 （水墨画）、竹という素朴で品格が高潔な植物と風景で、華美なイメージを避けてい
る。 「宇」の内容からみると、白い対聯を貼る 2軒では 「凄風苦雨」、 「草木」 「皆悲」
という悲哀感にみちたもので、黄色と緑色の対聯が貼られた家の 「字」は 「佳節思親」 「望
雲思親」などの四字句で、悲しみの表現もいく らか穏やかなものとなっている。 服喪明け

















































































会の張旭東さんは 「金華鎮の門画は清代中期から始ま り、 清代晩期に盛んになった」 とい
う。 『中国民間故事全書 雲南・剣川巻』には、清末の文人政治家越藩が門画を描いたとい
う話を載せる83。これらのことから、遅くとも晩清には金華鎮の門画が習慣として定着して





































































































は作品に対する「再建jあるいは「具現化」である。朱立元《接受美学》上海人民出版社，1989,p. 372 378 
参照
88イーザーが 1970年に発表した 「テキストの召喚構造」中の概念。テキス 卜の不明点・1愛昧点と、各語葉
を繋げる可能性と、読者の習慣や認識と対立するところから、読者を刺激してテキストに具現化をする動
























































































立元 《接受美学》上海人民出版社， 1989,p.15 


























































































































































永尾龍造 『支那民俗誌』東方文化書局 1971. 
河野実 「年画の歴史と技法」 『春節の祈り 中国・年画と紙馬の世界』 那須野が原博
物館2007.
樋田直人 『中国の年画祈りと吉祥の版画』大修館書店 2001.
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（誤） 61張文j勃（主編）《創川昼志》雲南民族出版社，1999,p. 1012 







9. p 33、10行目や下から 3行自
（誤）画
（正）画帖















（正）西門街68号 （服喪の三年目の黄色の対聯） の字句は、西門外街 13号の東隣の家（服
喪の三年目の黄色の対聯）や西門外街4号（服喪の二年目の緑の対聯）と同じである。
15. p 21、25千子目
（誤）も
（正）も（削除）
16. p 42、16行目
（誤）を
（正）を（削除）
17. p 42、17行目
（誤）西門外街 13号の隣家
（正）西門外街 13号の東隣
2 
